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佐
賀
県
嬉
野
市
取
材
／
鈴
木
秀
晃
　
写
真
／
田
中
勝
明

ふ
る
さ
と
探
訪

不
易
流
行
。
５
０
０
年
の
歴
史
に

新
た
な
一
歩
を
記
す「
嬉
野
茶
寮
」

嬉野茶寮のスタイルで、茶園の中に設け
た天茶台でお茶をいれる副島仁さん
撮影協力／副島園（Tel.0954-43-0051）



５
月
27
、
28
日
の
両
日
、
嬉
野
の
温
泉

街
を
望
む
山
腹
の
茶
園
で
、
若
手
茶
農
家

７
人
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
嬉

野
茶
時

�
�
�
�

」
に
よ
る
新
茶
会
が
催
さ
れ
た
。

嬉
野
茶
は
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。

が
、
日
本
茶
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
、

知
名
度
の
割
に
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。

ま
た
、
近
年
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に

よ
り
廃
業
す
る
茶
農
家
も
あ
り
、
茶
畑
の

面
積
は
年
々
減
っ
て
い
る
。
嬉
野
茶
時
と

は
、
そ
う
し
た
現
状
に
危
機
感
を
抱
く
若

手
茶
農
家
た
ち
が
、
お
茶
の
新
し
い
魅
力

を
発
掘
し
、
自
分
た
ち
か
ら
発
信
し
て
い

こ
う
と
企
画
し
た
も
の
。

そ
の
第
一
弾
は
昨
年
８
月
、
嬉
野
温
泉

の
老
舗
旅
館
や
肥
前
吉
田
焼
の
窯
元
た
ち

と
、
期
間
限
定
で
開
設
し
た
喫
茶
「
嬉
野

茶
寮

�
�
�
�

」
だ
っ
た
。
和
田
屋
別
荘
と
大
村
屋

の
中
に
オ
ー
プ
ン
し
た
喫
茶
は
、
茶
農
家

自
ら
が
自
慢
の
茶
葉
で
お
茶
を
い
れ
サ
ー

ビ
ス
す
る
と
い
う
、
今
ま
で
に
な
い
形
式

の
も
の
だ
っ
た
。
初
め
て
の
試
み
で
不
安

も
あ
っ
た
が
、
ふ
た
を
開
け
て
み
る
と
席

待
ち
の
客
が
列
を
成
す
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

あ
ま
り
の
反
響
の
大
き
さ
に
、
１
回
限

り
の
企
画
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
年
に
４
回
、

四
季
を
表
現
す
る
茶
事
と
し
て
継
続
す
る

こ
と
が
決
定
。
初
回
の「
う
れ
し
の
晩
夏
」

に
続
き
、「
う
れ
し
の
深
秋
」、「
う
れ
し
の

春
夢
」、「
う
れ
し
の
花
霞
」
を
開
催
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
特
撰
の
新
茶
を
楽
し
む
新

茶
会
を
実
施
。
会
場
は
、
山
の
中
腹
に
あ

る
茶
園
に
し
つ
ら
え
た
特
設
の「
天
茶
台
」

で
、
客
は
各
日
限
定
10
人
。
ゆ
っ
た
り
と

新
茶
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
嬉
野

茶
に
対
す
る
茶
農
家
の
思
い
や
栽
培
へ
の

姿
勢
を
伝
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

嬉
野
茶
時
の
キ
ー
マ
ン
は
、
老
舗
旅
館

和
田
屋
別
荘
の
社
長
・
小
原
嘉
元
さ
ん
と

茶
農
家
の
副
島
仁
さ
ん
。
二
人
は
幼
な
じ

み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
嬉
野
の
将
来
を
見
据
え

た
新
し
い
動
き
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
し

て
こ
の
二
人
の
下
、
小
原
さ
ん
と
同
業
の

大
村
屋
第
15
代
当
主
で
同
世
代
の
北
川
健

太
さ
ん
や
、
副
島
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す

る
若
手
茶
農
家
が
結
集
。
更
に
嬉
野
茶
、

嬉
野
温
泉
と
並
ぶ
伝
統
産
業
・
肥
前
吉
田

焼
の
窯
元
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
嬉
野

を
代
表
す
る
三
大
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

嬉
野
茶
寮
が
始
ま
っ
て
ま
だ
１
年
足
ら

ず
。
が
、
既
に
各
方
面
か
ら
注
目
を
集
め

て
お
り
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
「
肥
前
吉

田
焼
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」。

肥
前
吉
田
焼
は
日
常
使
い
の
生
活
雑
器

を
中
心
に
、
４
０
０
年
も
の
歴
史
を
持
つ
。

と
こ
ろ
が
同
じ
肥
前
の
焼
き
物
で
も
、
有

田
焼
や
波
佐
見
焼
に
比
べ
る
と
極
端
に
知

名
度
が
低
い
。
た
だ
、
吉
田
焼
を
目
に
し

た
り
使
っ
た
り
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
実

は
結
構
多
い
は
ず
な
の
だ
。
紺
地
に
白
い

ド
ッ
ト
柄
の
急
須
や
湯
飲
み
が
そ
れ
。
こ

の
水
玉
柄
茶
器
は
吉
田
焼
の
代
名
詞
と
も

言
わ
れ
、「
日
本
の
食
卓
の
象
徴
」
と
し

歴
史
あ
る
嬉
野
三
大
ブ
ラ

ン
ド
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
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嬉
野

�
�
�
�

市

嬉
野
市
は
佐
賀
県
南
西
部
、
２
０
０
６
年
１
月
１
日

に
、
長
崎
県
境
に
あ
っ
た
嬉
野
町
と
、
隣
接
す
る
塩

田
町
が
合
併
し
て
誕
生
。
新
市
名
は
嬉
野
市
で
、
新

庁
舎
は
元
の
塩
田
町
役
場
に
置
か
れ
た
。
嬉
野
は
５

０
０
年
以
上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
嬉
野
茶
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
日
本
三
大
美
肌
の
湯
と
言

わ
れ
る
嬉
野
温
泉
、
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
肥
前

吉
田
焼
な
ど
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
持
つ
。
一
方
の

塩
田
は
有
明
海
の
干
満
差
を
利
用
し
て
発
展
し
た
河

港
都
市
で
、
塩
田
川
と
長
崎
街
道
と
い
う
水
陸
二
本

の
動
脈
に
挟
ま
れ
て
蔵
造
り
の
町
家
が
軒
を
連
ね
、

塩
田
津
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

面
積
／
１
２
６
・
41
平
方
㌔
　
人
口
／
２
万
６
７
９

４
人（
２
０
１
７
年
４
月
１
日
現
在
／
推
計
）

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】

建
設
中
の
九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
に
「
嬉
野

温
泉
駅
」（
仮
称
）
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
は
市
内
に
鉄
道
駅
が
な
く
、
隣
接
す
る
市
町

の
肥
前
鹿
島
駅
（
長
崎
本
線
）、
武
雄
温
泉
駅
（
佐

世
保
線
）、
彼
杵
駅
（
大
村
線
）
が
最
寄
駅
と
な
る

主
要
道
は
国
道
48
号
と
国
道
４
９
８
号
。
長
崎

自
動
車
道
嬉
野
Ｉ
Ｃ
が
あ
り
、
長
崎
空
港
か
ら
約

30
㌔
、
佐
賀
空
港
か
ら
は
約
50
㌔



て
２
０
１
０
年
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ロ
ン

グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

そ
ん
な
吉
田
焼
の
可
能
性
を
広
げ
よ
う

と
始
ま
っ
た
の
が
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
で
、

国
内
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
１
０
９
人
が
参
加
。

選
ば
れ
た
10
点
は
３
月
の
嬉
野
茶
寮
で
お

披
露
目
さ
れ
、
更
に
今
後
、
実
際
に
商
品

化
さ
れ
て
肥
前
吉
田
焼
窯
元
会
館
な
ど
で

販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

嬉
野
の
温
泉
街
か
ら
塩
田
川
に
沿
っ
て

10
㌔
ほ
ど
河
口
へ
下
る
と
、
蔵
造
り
の
家

が
軒
を
連
ね
る
塩
田
津
の
町
並
み
が
あ
る
。

江
戸
時
代
、
長
崎
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
、

ま
た
有
明
海
の
干
満
差
を
利
用
し
た
河
港

都
市
と
し
て
栄
え
、
約
１
㌔
に
わ
た
っ
て

廻
船
問
屋
や
商
家
が
建
ち
並
ん
だ
。

有
明
海
の
干
満
差
は
５
〜
６
㍍
も
あ
り
、

そ
の
潮
を
利
用
し
て
か
な
り
大
き
な
船
が

行
き
来
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
で
も
塩
田

津
の
発
展
に
大
き
く
関
わ
っ
た
の
が
「
天

草
石
」
で
、
熊
本
の
天
草
地
方
で
採

取
し
た
陶
石
を
島
原
湾
、
有
明
海
を

経
て
塩
田
川
か
ら
直
接
運
搬
出
来
、

ま
た
肥
前
の
窯
業
地
に
近
い
こ
と
が

利
点
と
な
っ
た
。
塩
田
津
で
は
荷
揚

げ
さ
れ
た
天
草
石
を
砕
い
て
陶
土
や

釉
薬
を
作
り
、
そ
れ
を
有
田
や
伊
万

里
、
波
佐
見
、
吉
田
な
ど
の
焼
き
物

産
地
へ
運
び
、
帰
り
は
陶
磁
器
や
米

が
荷
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
発
展
し
た
塩
田
津
は
明

治
に
入
っ
て
祐
徳
稲
荷
神
社（
鹿
島

市
）〜
武
雄
間
の
馬
車
軌
道
や
、
塩

田
〜
嬉
野
間
の
県
内
初
の
電
車
開
通

な
ど
、
時
代
の
先
端
を
い
く
開
発
が

続
き
、
ま
す
ま
す
の
繁
栄
を
見
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
長
崎

本
線
の
敷
設
や
車
社
会
の
到
来
に
よ
り
船

運
の
需
要
が
激
減
。
ま
た
昭
和
37
年
、
昭

和
51
年
と
２
度
に
わ
た
る
塩
田
川
の
氾
濫

を
機
に
川
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
、
塩
田

津
は
河
港
と
し
て
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

こ
と
に
な
っ
た
。

塩
田
津
の
町
並
み
の
特
徴
は「
居
蔵
家
」

と
呼
ば
れ
る
家
屋
が
数
多
く
残
っ
て
い
る

こ
と
。
簡
単
に
言
え
ば
店
舗
兼
住
宅
な
の

だ
が
、
塩
田
津
の
場
合
は
そ
れ
が
重
厚
な

蔵
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
正
徳
元（
１
７

１
１
）年
や
寛
政
元（
１
７
８
９
）年
の
大

火
を
始
め
５
度
に
わ
た
る
火
事
で
町
の
大

半
を
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
火
事
を
出
さ

な
い
、
ま
た
も
ら
わ
な
い
家
屋
と
し
て
蔵

造
り
が
選
ば
れ
た
。

現
在
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
塩
田
津
の
町
並
み

に
は
、
居
蔵
造
り
の
家
が
17
軒
現
存
し
て

お
り
、
非
常
に
重
厚
な
た
た
ず
ま
い
を
見

せ
て
い
る
。
特
に
町
並
み
の
中
ほ
ど
に
あ

る
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
西
岡
家
住
宅

と
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の
杉
光
陶
器
店

は
塩
田
津
を
代
表
す
る
町
家
と
し
て
、
往

時
の
繁
栄
ぶ
り
を
今
に
と
ど
め
て
い
る
。

ま
た
塩
田
川
を
外
れ
、
塩
田
津
か
ら
北

へ
３
㌔
ほ
ど
行
く
と
、
志
田
焼
の
里
博
物

館
が
あ
る
。
こ
こ
も
か
つ
て
天
草
石
に
よ

る
磁
器
の
焼
成
が
行
わ
れ
、
最
盛
期
に
は

五
つ
の
登
り
窯
で
大
量
の
焼
き
物
が
生
産

さ
れ
て
い
た
。
志
田
焼
の
里
博
物
館
は
大

正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
大
規
模
な
磁
器

工
場
が
そ
の
ま
ま
博
物
館
と
な
っ
た
も
の
。

国
内
最
大
級
の
大
窯
も
あ
り
、
博
物
館
の

下
に
あ
る
焼
き
物
倉
庫
群
と
共
に
、
近
代

化
産
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
取
材
協
力
ク
ラ
ブ

嬉
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
（
野
中
良
平
会
長

／
18
人
）
＝
１
９
６
４
年
３
月
22
日
結
成

／
ス
ポ
ン
サ
ー
：
鹿
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
／

毎
年
８
月
に
嬉
野
市
戦
没
者
慰
霊
塔
の
清

掃
を
実
施
す
る
と
共
に
、
遺
族
を
招
い
て

戦
没
者
慰
霊
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
慰
霊

塔
の
清
掃
は
嬉
野
中
学
校
生
徒
会
と
の
協

働
事
業
で
、
同
中
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
参
加
。
嬉

野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
は
同
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
お
り
、

戦
没
者
慰
霊
塔
清
掃
の
他
に
も
、
警
察
と

共
に
実
施
し
て
い
る
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
同
中
生
徒
に
協
力
し
て

も
ら
っ
た
り
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開

催
し
た
り
し
て
い
る
。
１
９
７
９
年
か
ら

韓
国
南
部
の
鎮
海

�

�

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　
と
姉
妹

提
携
を
結
ん
で
お
り
、
毎
年
相
互
訪
問
を

行
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
る
。
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■温泉湯豆腐
嬉野温泉の湯はナトリウムを多く含む弱アル
カリ性の重曹泉で、この温泉水で木綿豆腐を
煮ると、表面が溶け出し煮汁が豆乳色に変わ
る。角が取れ、とろとろになった豆腐を、薄
い塩味を付けた煮汁と一緒にすすると、柔ら
かい食感とまろやかな味が堪能出来る。発祥
の店と言われる「宗庵よこ長」の初代が、豆
腐を温泉水で炊くと、とろけるような食感に
なることに着目し、料理に活用したことが始
まり。今では嬉野市の名物料理となっている。
その中で発祥の店では、直営工場で作った嬉
野産大豆100％のこだわり豆腐を提供。残っ
た煮汁で雑炊を作ってもおいしい。
撮影協力／宗庵よこ長（Tel.0954-42-0563）

居
蔵
造
り
の
町
家
が
軒
を

連
ね
る
塩
田
津
の
家
並 「日本の食卓の象徴」とも評される紺地に白いドット柄は肥前吉

田焼の代名詞ともなっている

経済産業省認定の近代化産業遺産になっている「志田焼きの里博物館」

居蔵造りの重厚な町家が軒を連ねる塩田津の町並み

嬉野温泉源泉の一つ。源泉の湯温は約100度と熱く、60軒
ほどある温泉宿ではそれをさまして使っている

肥前吉田焼デザインコンペ入選作の一部


